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沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
口
、産
業
の
集
中
し

て
い
る
沖
縄
本
島
に
集
中
し
、高
密
度
の

状
況
に
あ
る
た
め
、土
地
利
用
上
大
き
な

制
約
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、県
民
生
活
に
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

従
来
か
ら
米
軍
施
設
・
区
域
を
で
き
る
だ

け
早
期
に
整
理
・
統
合
・
縮
小
す
る
た
め

の
努
力
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、平
成

八
年
十
二
月
に
は
「
沖
縄
に
関
す
る
日
米

特
別
行
動
委
員
会
」（
S
A
C
O
）の
最

終
報
告
で
普
天
間
飛
行
場
等
の
十
一
施
設
・

区
域
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
が
合
意
さ
れ
、

今
後
の
返
還
跡
地
の
有
効
利
用
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
返
還
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、ま
ち

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
直
接
結
び
つ
く

こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
歴
史
・

文
化
・
自
然
等
を
活
か
し
、関
係
市
町
村

の
主
体
的
な
創
意
工
夫
を
基
本
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
務
部（
跡
地
利
用
対
策
課
）で
は
、関

係
市
町
村
等
の
取
り
組
み
に
対
し
て
多

面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
支

援
の
一
部
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。�

�

�������

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
は
、
「
駐

留
軍
用
地
跡
地
利
用
に
関
す
る
市
町
村

支
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
、
市
町
村
に
対
し
、
返
還
跡
地
利
用

（
区
画
整
理
　
等
）
の
専
門
家
を
「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
町
村
の
跡
地
利
用
の
促
進

及
び
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。�

���

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
は
、
市
町

村
へ
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た

め
に
、
有
識
者
等
で
構
成
す
る
市
町
村

支
援
事
業
検
討
会
を
設
置
し
、
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
の
流
れ
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

は
じ
め
に�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

　
　
　
派
遣
事
業�

����

　
北
部
訓
練
場
及
び
安
波
訓
練
場
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
視

野
に
入
れ
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
住
民
等
へ

の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催（
国

頭
村
主
催
）し
た
講
演
会
へ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
恩
納
村
通
信
所
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

恩
納
村
の
担
当
者
へ
具
体
的
な
地
権
者

合
意
形
成
を
図
る
た
め
の
方
策
、区
画
整

理
事
業
の
進
め
方
等
、跡
地
利
用
に
関
す

る
指
導
・
助
言
を
行
う
た
め
、区
画
整
理

事
業
等
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
を
派
遣

し
ま
し
た
。�

��

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・ロ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、沖
縄
市
の
担
当
者

へ
指
導
・
助
言
を
行
う
た
め
、平
成
十
二
年

度
に
、キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
地
主
や
自
治

会
の
代
表
者
、学
識
経
験
者
等
で
構
成
す

る「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
地
区
街
づ
く
り
懇

話
会
」へ
土
地
区
画
整
理
事
業
等
ま
ち
づ

く
り
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

派
遣
し
ま
し
た
。ま
た
、ロ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地

区
は
沖
縄
市
と
北
中
城
村
の
両
市
村
に

ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
十
三
年

度
は
、一
体
的
な
組
織
の
設
置
と
事
業
推

進
の
た
め
、区
画
整
理
事
業
の
専
門
家
を

派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
北
中
城
村
の
返
還
跡
地
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、北
中
城
村
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
、早
急
に
関
係
地
権
者
、

村
民
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
具
体
的
な
検
討

に
入
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、平
成
十
一
年

度
に
、北
中
城
村
が
開
催
し
た「
軍
用
地
跡

地
利
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及

び
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
３
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
ま
し
た
。ま
た
、平
成
十
二
年
度
は
、

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・ロ
ウ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区
及

び
ジ
ュ
リ
ガ
マ
地
区
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、基

本
計
画
策
定
に
向
け
地
権
者
の
理
解
と
計

画
策
定
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た「
ロ
ウ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区
等
軍
用
地
跡

地
利
用
講
演
会
」へ
土
地
区
画
整
理
事
業

等
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�

　
平
成
十
三
年
は
、ア
ワ
セ
ゴ
ル
フ
場
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、ゴ
ル
フ
場
と
土
地
利
用
転
換

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま

し
た
。�

��

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・
普
天
間
地
区（
斜
面

緑
地
）の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、斜
面
緑
地

の
活
用
方
策
と
そ
の
事
業
手
法
に
つい
て
指
導・

助
言
を
行
う
た
め
、総
合
的
な
専
門
家
を

派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
那
覇
港
湾
施
設（
那
覇
軍
港
）地
区
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、返
還
時
期（
長
期
的
）を
あ

る
程
度
想
定
し
つ
つ
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
指

導
・
助
言
を
行
う
た
め
、港
湾
整
備
事
業
や
都

市
開
発
事
業
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�
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緑
地

の
活
用
方
策
と
そ
の
事
業
手
法
に
つい
て
指
導・

助
言
を
行
う
た
め
、総
合
的
な
専
門
家
を

派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
那
覇
港
湾
施
設（
那
覇
軍
港
）地
区
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、返
還
時
期（
長
期
的
）を
あ

る
程
度
想
定
し
つ
つ
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
指

導
・
助
言
を
行
う
た
め
、港
湾
整
備
事
業
や
都

市
開
発
事
業
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
実
績�

国
頭
村�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
目
的�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
概
要�

アドバイザー派遣事業の流れ�アドバイザー派遣実績（写真）� アドバイザー派遣実績（図）�

　市町村支援事業説明会を開催し、事業の内容を�
　関係市町村へ周知する。�

　市町村からアドバイザー派遣の応募を受ける。�

　市町村支援事業検討会を開催し、アドバイザー�
　を決定する。�

　市町村にアドバイザーを派遣する。�

　アドバイザーは、アドバイザー派遣終了後、ア�
　ドバイザーメモ及び業務報告書を提出する。�

　市町村は、アドバイスを受けた後、報告書を提�
　出する。�

沖縄総合事務局　跡地利用対策課�

市　　町　　村�

市町村支援検討会�

（学識経験者等で構成）�

アドバイザー�

恩
納
村�

沖
縄
市�

北
中
城
村�

宜
野
湾
市�

那
覇
市�

平成13年12月4日（火）　北中城村�

平成13年12月5日（水）　宜野湾市�
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普天間飛行場�
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普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
は
沖
縄

の
振
興
拠
点
と
し
て
大
き
く
寄
与
す
る

と
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
開
発

整
備
を
迅
速
か
つ
的
確
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
国
の
積
極
的
な
関
与
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
及
び
北
方
対
策

担
当
大
臣
、
沖
縄
県
知
事
及
び
宜
野
湾

市
長
で
構
成
す
る
「
跡
地
利
用
対
策
準

備
協
議
会
」
に
お
い
て
も
、
国
、
県
及

び
市
が
連
携
・
協
力
し
て
普
天
間
飛
行

場
の
跡
地
利
用
の
促
進
及
び
円
滑
化
等

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
普
天
間
飛
行
場
は
、
広
大
な
面
積
で

か
つ
市
街
地
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
跡
地
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

地
権
者
や
地
域
住
民
な
ど
多
く
の
関
係

者
と
の
調
整
等
に
相
当
の
困
難
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
総
務
部
に

お
い
て
は
、
跡
地
利
用
を
考
え
る
際
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
情
報
や
資
料
と
し

て
普
天
間
飛
行
場
が
基
地
と
し
て
接
収

さ
れ
る
前
の
当
時
の
情
景
や
生
活
風
景

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
Ｃ

Ｇ
）
で
再
現
し
ま
し
た
。�

���

��

　
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み
再
現
C
G
を

製
作
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
識
経
験

者
や
関
係
行
政
機
関
、
地
元
有
識
者
及

び
メ
デ
ィ
ア
・
C
G
製
作
の
専
門
家
等

で
構
成
す
る
「
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み

再
現
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
清
水

英
範
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
を
設
置

し
、
戦
前
の
写
真
及
び
資
料
等
に
基
づ

い
て
同
委
員
会
で
映
像
及
び
シ
ナ
リ
オ

の
検
討
を
行
い
、
全
約
９
分
の
Ｃ
Ｇ
と

し
て
製
作
し
ま
し
た
。�

　
Ｃ
Ｇ
は
、
普
天
間
飛
行
場
を
広
域
的

な
面
か
ら
捉
え
る
観
点
か
ら
、
戦
前
の

中
南
部
地
域
を
俯
瞰
す
る
遠
景
と
当
時

普
天
間
飛
行
場
内
に
あ
っ
た
宜
野
湾
・

新
城
両
集
落
の
近
景
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
宜
野
湾
集
落
は
、
普
天
満
宮

参
詣
の
参
道
と
い
わ
れ
る
宜
野
湾
街
道

に
沿
う
ジ
ノ
ー
ン
ナ
ン
マ
チ
（
宜
野
湾

並
松
）
や
ナ
ン
マ
チ
沿
い
の
ジ
ノ
ー
ン

マ
チ
グ
ワ
ー
（
市
場
）
、
ウ
マ
ウ
ィ
ー

（
馬
場
）
を
中
心
に
再
現
し
て
い
ま
す
。

新
城
集
落
は
、
同
集
落
の
開
拓
者
と
い

わ
れ
て
い
る
石
原
邸
の
昔
な
が
ら
の
民

家
や
生
活
の
様
子
な
ど
を
再
現
し
て
い

ま
す
。�

�

な
お
、
Ｃ
Ｇ
の
具
体
的
な
活
用
方
法
は
、

委
員
会
及
び
関
係
者
等
の
提
案
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

C
G
の
製
作
目
的
�

C
G
の
製
作
目
的
�

その�2
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オ
ゾ
ン
層
の
保
護
及
び
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
、業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
及
び

カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
類（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
及
び
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）の
大
気

中
へ
の
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、機
器
等
が
廃
棄
さ
れ
る
際
に
フ
ロ
ン
の
回
収
等
を
義

務
付
け
た
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
に
関
す
る

法
律（
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
）」
が
平
成
十
三
年
六
月
に
制
定
さ
れ
平
成
十
四
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。�

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
が�

四
月
一
日
か
ら
施
行�

さ
れ
ま
す
。�

は
じ
め
に�

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
の
目
的�

地球温暖化のメカニズム�オゾン層破壊のメカニズム�

　
上
層
成
層
圏
に
存
在
す
る
オ
ゾ
ン

層
は
、太
陽
か
ら
の
有
害
紫
外
線
を

吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
命
を
保

護
す
る
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
が
、こ
の
オ
ゾ
ン
層
を
エ
ア

コ
ン
の
冷
媒
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
フ
ロ
ン
類
の
う
ち
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、Ｈ
Ｃ
Ｆ

Ｃ
が
、破
壊
し
て
い
る
こ
と
が
、一
九
七

〇
年
代
後
半
か
ら
問
題
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
た
め
、オ
ゾ
ン
層
保
護
法

に
よ
り
段
階
的
に
生
産
が
取
り
や
め

ら
れ
、代
替
フ
ロ
ン
へ
の
転
換
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、Ｈ
Ｆ
Ｃ
は
、

Ｃ
Ｆ
Ｃ
、Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
等
オ
ゾ
ン
層
破
壊

物
質
の
代
替
物
質
と
し
て
幅
広
い
用

途
に
お
い
て
多
岐
に
わ
た
り
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、二
酸
化
炭
素
の
数

百
〜
数
万
倍
の
温
暖
化
効
果
を
有

す
る
こ
と
か
ら
、地
球
温
暖
化
防
止

の
観
点
か
ら
、こ
れ
も
回
収
・
破
壊
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。�

���

　
フ
ロ
ン
類
の
大
気
中
へ
の
排
出
を

抑
制
す
る
た
め
、「
特
定
製
品
」か
ら

の
フ
ロ
ン
類
の
回
収
・
破
壊
の
促
進
等

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
及
び
国
、地
方

公
共
団
体
、事
業
者
等
の
責
務
を
定

め
て
い
ま
す
。�


